
 
 

 

 

 

JＡＲＡ、会長に高橋敏氏

（高橋商会） 

土門氏は名誉会長に 
 

 

自動車リサイクル部品流通のＪＡＲＡは、

髙橋商会（北海道釧路市）の髙橋敏社長が

新たに会長に就任すると発表した。土門五

郎会長は名誉会長に退く。北島宗尚社長は

留任する。役員体制を新たに構築し、経営

環境が厳しさを増す自動車リサイクル業界

で生き残りを図る。 

 

 １０日に開催した同社の株主総会で正式

に決定した。同社は２０１４年４月に旧Ｓ

ＰＮと旧エコラインが合併して誕生。リサ

イクル部品流通ネットワークとしては最多

の１９０社を会員として抱える。今回、高

橋氏を新たに会長に向かえ、使用済み自動

車の減少やスクラップ価格の低迷など市場

環境が悪化している自動車リサイクル部品

業界で事業拡大を目指す。新たな役員体制

は次の通り。 

 

 ▽取締役会長＝髙橋敏▽代表取締役社長

＝北島宗尚▽専務取締役＝守屋隆之▽同＝

今井鐵也▽常務取締役＝田淵洋一▽取締役

＝栗原裕之▽同＝近藤秀樹（豊田通商）▽

同＝岩瀬正美（豊田通商）▽同＝八束正▽

同＝飛田剛一▽監査役＝鈴木敏（豊田通

商）▽同＝土門志吉 

 

       日刊自動車新聞3月24日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＡＲＡグループ、リサ

イクル部品流通金額今期

２０％増 国内拡大へ 
 

ＪＡＲＡグループ（今井雄治会長）は今

期の基本方針としてグループ内の自動車リ

サイクル部品流通額を前年比２０％増やす

ことを目指す。国内での部品販売を拡大。

人材育成や会員間連携の充実にも取り組む

ことで、グループ全体の組織力を高め、目

標達成につなげる。 

 

同グループは新年度のスローガンとして

「積小為大」を設定した。今井会長はこれ

から「具体的なことを一つずつ積み重ねて

いき、大きな事を成し遂げていきたい」と

抱負を語った。 

 

また同グループは組織内でのリサイクル

部品流通額の積み上げに加え、組織力の強

化も基本方針とした。具体的にはグループ

会員同士による共同研修などを通じ、人材

育成や会員間交流の活発化につなげる。グ

ループ会員数のさらなる拡大も目指す方針

だ。 

 

売り上げ拡大と組織力強化に向け、各部

単位の取り組みも拡充する。ブロック部で

は部品流通額の目標達成に向けた仕組みに

ついての勉強会を、品質管理部では外部故

障診断機（スキャンツール）の活用をテー

マに置いた勉強会をそれぞれ開催し、部品

の生産力を向上させる。また新技術に関す

る情報の共有・浸透を狙って、自動車メー

高橋 敏 会長 

プロフィール 

たかはし・さとし 髙橋商会代表

取締役社長、ＮＰＯ法人全日本自

動車リサイクル事業連合副理事

長。１９４７年３月２日生まれ、

６９歳 



カーとの連携も模索する。教育部では幅広

い研修メニューによって、社歴や職務別に

応じた人材育成を展開する方針だ。 

 

◆総会を都内で開催 品質優良工場表彰 

 

ＪＡＲＡグループはこのほど「第２回Ｊ

ＡＲＡグループ総会」を東京都内で開催し

た。 前年度の活動報告と決算、新年度の

活動計画と予算の議案を審議し、満場一致

で原案を承認した。 地域ブロックの担当

者による新年度の基本方針と活動計画の発

表も実施。各ブロックが「部品流通金額を

前年度比２０％増」の目標に向け、取り組

みを一体的に進めていく。 

 

クレーム率の低いグループ会員を表彰し

ている「品質優良工場」表彰を今回も実施

し、昨年に続き年間第１位となった金城産

業（金城正信社長、松山市）など上位に

入った会員を発表した。 

日刊自動車新聞3月24日 

CO2削減数値（SPLシステム） 

リユースパーツ使用による 

CO2削減効果参考値 

平成28年2月 

3,288t 
※一般、中・大型含む車を修理する

際、新品部品を使用して修理する場合

に出るCO2排出量とリサイクル部品を

使用して修理する場合のCO2排出量の

差がCO2削減数値になります。 

一般社団法人日本自動車リサイクル

部品協議会と早稲田大学環境総合研究

センターがLCA（ライフ・サイクル・

アセスメント）の考え方に基づき共同

開発した「グリーンポイントシステ

ム」より参照。 

在仙台フィジー共和国名誉総領事館より 

フィジー サイクロン「ウィンストン」被害に対する義援金・支援物資ご協力のお願い 

このたび、2016年2月20日‐21日にフィ

ジー共和国本島ビチレブ島を横断した同国史

上最大のサイクロン「ウィンストン」によ

り、本島および離島部に甚大な被害が発生い

たしました。現地では被害状況の調査が行わ

れておりますが、詳細な被害状況がまだ明ら

かになっておりません。 

現時点では、44名の死亡が確認されており

ます。被災者はおよそ350,000人、家屋の損

壊も24,000件程にのぼるとみられ、避難所が

960カ所設置され、 およそ54,000人が避難生

活を余儀なくされております。 

現地における支援活動はすでに実施されて

おりますが、依然として水や食料、生活物資

の不足が見られる状況です。現地産業や教育

に及ぼしたダメージも大変大きいと見られ、

今後長期的な支援が求められま 

す。 

駐日フィジー共和国大使館では、サイクロ

ンウィンストンの犠牲者・被災者支援のため

義援金および支 

援物資へのご協力を呼びかけております。今

回、在仙台フィジー共和国名誉総領事館は、

大使館と連携し支援活動にご協力してまいる

所存です。つきましては、東北地域の皆様に

ご支援・ご協力を賜りたく何 

卒お願い申し上げます。 

お預かりいたしました義援金は、フィジー

大使館を通じ、フィジー共和国政府サイクロ

ン被害支援基金に送金されます。物資につき

ましても、フィジー大使館を通じ現地に発送

されます。義援金および支援物資は、被災者

支援と災害復旧に充てさせていただきます。 

災害義援金・支援物資の募集結果につきま

しては、あらためてご報告させていただきま

す。 

フィジーの一日も早い復旧・復興のため、お

一人でも多くの皆様のご協力を賜りたく、何

卒宜しくお願い申し上げます。 

 

◆義援金・支援物資ご協力のお申込みにつ

いて◆ 

ご協力いただける際は、別紙のお申込み用

紙にご記入の上、在仙台フィジー共和国名誉

総領事館宛にFAXにてご送付いただけますよ

うお願い申し上げます。こちらでFAX受信

後、折り返し受理のご連絡をさせていただき

ます。その後お振込みをお願い申し上げま

す。支援物資の発送先などについてもその際

にご案内させていただきます。何卒よろしく

お願い申し上げます。 
 

 

＊ 現在特に必要とされている物資は下記

の通りとなっております。 

仮設住宅、食料、水、健康・衛生に関する

もの、一時的な避難等のためのテント・ター

ル塗防水（帆）布、乳幼児のミルク、生理用

品。 

 

 
 

口座番号： １３８２５６４ 普通 

口座名義： FET Cyclone Appeal Relief 

Fund 

銀行：みずほ銀行 

支店名：神谷町支店 

第２回ＪＡＲＡグループ総会  



在仙台フィジー共和国名誉総領事館 行  FAX: 022-353-6786 
 

              ※お問い合わせ TEL: 022-353-6785 

捐款金额                               日元 

ご提供いただける支援物資 

内容、数量、サイズ、荷姿等具体的にご記入いただけますようお願い申し上げます。 

お名前 御社名 

御所属 役職名 

TEL FAX 

Email 





 


